
  
 

伊集院小学校 学校だより 

「 子どもたちの挑戦，大きく包み込んでくれる夏休み 」  

                              校 長   渦尾 文輝 

  ５０年ほどさかのぼった夏休み。午前６時１５分。顔だけ洗ったら，ラジオ

体操カードを首から下げ，地域の公民館の広場を目ざしてダッシュすることが

日課でした。走りながら思うことは，「ふだんは，こんなに早起きしていなかっ

たのに・・・。」 

 広場につき，程なくするとラジオから元気なアナウンサーの声。毎日，全国各地からの生放送。

ねむたい目をこすりこすり，体を動かしました。 

体操が終わるとカードに「はんこ」を押してもらいます。これが楽しみで，はんこが横や縦にズ

ラリとならぶと何とも言えない達成感で，幸せな気持ちになるものでした。 

 帰り道，近所の家から，みそ汁のいいかおりが漂ってきました。秋を思わせるような虫の声

が聞こえる道路わきからは，つゆくさの花が姿を見せてくれました。うす青色の花はすがすが

しく，葉っぱの朝つゆは，静かに輝いていました。そして家に帰りつくと， 

いつも母の笑顔が迎えてくれました。 

ひととおり朝のルーティンが終わると，少し自分自身が誇らしく，なぜか大 

人になったような気持ちになったものでした。 

今でも，つゆくさの花を見かけるたび，ラジオ体操と五感をくすぐる夏の素 

材が一つのセットになって，少年時代のことを思い出させてくれます。 

 さあ，夏休みです。伊集院小の子どもたちは何を楽しみにしているのでしょう。また，長い休み

を使って，どのように過ごすのでしょうか。 

 ここに，ある会社が調べたデータがあります。 
 

【 「夏休み」という言葉から 頭にうかぶもの ランキング 】 
 

１位 宿題    ２位 ラジオ体操    ３位 プール     ４位 帰省  
 

せっかくの夏休みです。宿題が後回しになって，後であわてることがないように計画的に取り組

んでほしいです。また，普段できないことを見つけて，コツコツと時間をかけて挑戦してほしいと

思います。 

およそ４０日という懐の広い「夏休み」は，子どもたちの夢や願いを受け止め，大きく包み込ん

でくれるはずです。 

 

■１学期重点目標 

決まりを守り，気持ちのよい生活をしよう。 

□７月生活目標 

時と場所を考えて行動しよう 

□７月保健目標 

  夏を元気に過ごそう 

７月の生活目標は「時と場所を考えて行動し
よう」でした。この１か月は雨の日が続き，校
庭で遊べずに校舎内で過ごすことが多かった
です。しかし，廊下を走る子供は少なく，全体
的に落ち着いて過ごしていました。直前に迫っ
た夏休みを元気に過ごすために，怪我や事故，
感染症，熱中症にも気を付けさせます。 
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【８月の主な行事予定】 

３日（木）市親子わくわく作文塾 

８日（火）市子ども議会 

２０日（日）ＰＴＡ愛校作業 ６年親子かぶと作成会 

２１日（月）出校日 家庭教育学級 

【９月の主な行事予定】 

１日（金）２学期始業式 

７日（木）学級ＰＴＡ，家庭教育学級 

 ９日（土）土曜授業日 

１０日（日）伊集院中学校体育大会 

１３日（水）１日遠足(１～４年生のみ) 

２０日（水）不審者対応安全教室 

２２日（金），２６日（火）教育相談 

２８日（木）６年生紙鎧作り(～２９日) 

民生委員・児童委員との連絡会 

 7月 3日(月)，民生委員・児童委員との連絡会を行いました。民生委員・児 

童委員の方々20名ほどに御来校いただき，まず各学級の授業や学校内を参観し 

ていただきました。その後，意見交換会を行いました。民生委員・児童委員の 

皆さんからは，新聞を用いた掲示物や児童用タブレットコンピュータ，学校行 

事の運営等について質問がありました。また，校内の設備が充実していること， 

特に各教室の大型ディスプレイの活用について，お褒めの言葉をいただきました。 

人権教育授業実践研究会 

 6 月 13 日(火)，人権教育授業実践研究会が本校を会場に行われ，6 年 1組 

の社会科の授業を公開しました。識字の大切さをきっかけにして，現在もあ 

る差別問題の現実や差別の不合理さに気付き，社会全体の背景や動向ととも 

に，様々な差別問題や権利獲得の歴史について学びました。写真のように多 

くの来場者が見守る中でしたが，子供たちは進んで自分の考えを発表するな 

ど，積極的に学習に参加していました。 

着衣水泳 

 6月 28日(水)，着衣水泳を行いました。普段は浅い小プールを使っている 

1･2年生は，この着衣水泳のときだけ水位を落とした大プールを使います。深 

くて大きい大プールに始めは怖がっていた子供もいましたが，徐々に慣れてき 

て次第に笑顔が見られるようになりました。濡れた服が体にまとわりついて重 

く動きにくくなる体験をしたり，ペットボトルにつかまって浮く体験をしたり 

しました。服を着たまま水に入るのは，大変危険であることを学びました。 

家庭教育学級 

 6月 29日(木)，家庭教育学級を開催しました。日置市子ども支援センターの 

田淵所長による講話「子どもを育てるあなたの言葉かけ」を行いました。「家 

庭教育」と「学校教育」はどちらも教
．
え育

．
むものであるが，家庭教育はしつけ 

や基本的な生活習慣を身に付けさせることが中心であるのに対し，学校教育は 

集団生活の中で学習を修得させることが中心であることなどのお話がありまし 

た。多くの保護者の皆さんが参加していました。 

                        水泳学習発表会 

                            7月 10日(月)～13日(木)にかけて，水泳学習

発表会を開催しました。4 日間とも天候に恵ま

れ，子供たちは気持ちよさそうに水泳学習の成果

を発表していました。1・2 年生は，小プールで

顔をつけて浮かんだり，バタ足で進んだりしてい

ました。3・4 年生は，大プールでビート板を使

ったり少し息継ぎをしたりして泳ぐことができ

ました。5・6年生は，25ｍや 50ｍをクロールや

平泳ぎで見事に泳ぎ切ることができました。水泳

学習の時間は少ないのですが，子供たちは学んだ

ことを存分に発揮していました。大変暑い中，応

援に来てくださった保護者の皆さん，ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


